
 
 

環境と文化 ～東竪町の人材と特技を活かしたまちづくり～ 

京都府亀岡市東竪町自治会文化委員会 環境部長 ○太田広 

文化部長 達冨弘之 

委員  中井隆 

１．活動方針・目的 

町内在住の人材の持つ特技や特性を生かして、環境に配慮し、豊かな生活を構築する。 

将来を担う子供達によりよい環境を残すために私たちができることを実践する。 

低炭素社会実現のためできるだけの活動をする。 

町内をはじめ地域の伝統と文化を検証し、現在の生活に生かしていく。 

町内発進を基本とするが積極的に他団体、他地域との交流を深める。 

２．活動内容 

環境部門 

自治会の活動の一環として、地球温暖化防止のための活動を実施している。 

①地球温暖化の原因の一つ CO2濃度の日変化をグラフ化してインターネットで公開。 

②将来を担う子供達に環境問題に関心を持ってもらうために出前講座を開催。 

③緑のカーテン運動に参加。周辺住民に参加してもらえるようにゴーヤ、朝顔、ヘチマ等蔓性

植物の苗を無償配布した。又、亀岡市の緑のカーテンコンクールに参加を要請した。 

④亀岡 N.GKS と連携。植林こそが CO2問題を解決する切り札と考え活動している。 

２月１３・１４日にはガレリア亀岡で環境展を開催した。 

⑤省エネの実践。効率的にエネルギーを使用し無駄をなくすことが環境保全につながる。 

文化部門 

地域の持つ文化力の活用は継続している。 

町内の文化活動を結集した文化祭は本年度で１０周年を迎えた。 

他団体との交流 

１）京都大学大学院 おばんざい研究会 

２）亀岡伝統文化研究会 

３．他の活動団体の参考となる事例 

環境活動も文化活動も地味であり町内だけでは視野の広がりを持てない。可能な限り

他団体との交流を図り、行事は全てオープンとする。 

４．今後の課題等 

文化委員会の構成は高齢者で成り立っている。現代社会の特性で若者が少なく、現役

世代に負担は求められない。この現状を変えるのは難しいが悩むことはない。可能な範

囲で環境を守り豊かな老いを求めていく事を考える。 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


